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１． 背 景 

最近では、AI を用いたスマートスピーカーであ

る Alexsa や、スマートフォンに搭載されている

Siri などの、音声認識の技術を用いたサービスが

多く利用されている。 

音声認識システムの応用例として、大学のキャ

ンパス案内システムがある。奈良先端科学技術大

学院大学では、ロボットを用いた音声対話システ

ムがあり、ジェスチャーや眼球部分のカメラによ

る画像処理などが可能である［1］。 

本校では、過去に学校案内システムの検討はさ

れているが、新入生が興味があるであろう「部活

動」についての案内システムは未検討である。一方

で、前述の先行研究のようなロボットの製作には

多大なコストに加え、設置できる場所の確保も必

要となってくる。 

そこで本研究では、パソコンレベルで実装可能

な、サレジオ高専の部活動の紹介に特化した音声

対話システムを制作し、教職員や学生等の負担を

軽減するとともに、誰もが気軽にかつ楽しく利用

することができる案内システムを構築することを

目的とする。 

２． 方 法 

本研究では、対話システムのフレームワークと

して、一般的なノートパソコンでも実行可能であ

る、名古屋工業大学で開発された MMDAgent-EX を

用いる[2]。MMDAgent-EX には、音声認識エンジン

である“Julius”、音声合成ソフトである“Open 

JTalk”が組み込まれており、インストールの時点

で最低限の対話が行えるようになっている。また、

設定ファイルを自身で編集することで、新しい単

語の辞書登録や対話パターンの管理が可能である。 

そこで今回、本校の部活動紹介に対応できるよ

うに、単語の辞書登録ならびに対話パターンの登

録を実施した。追加した登録単語の例を表 1 に、

対話パターンの例を表 2 にそれぞれ示す。 

 

表 1 登録単語の例 

登録した単語 読みの音素記号

陸上競技部 r i k u j o: ky o: g i b u

サッカー部 s a q k a: b u

写真部 sh a sh i N b u

顧問 k o m o N

活動日 k a ts u d o: b i  

 

表 2 対話パターンの例 

質問文 応答文

陸上競技部,顧問,誰 吉田将司先生です。

放送部,活動日,いつ 月曜日、金曜日です。

剣道部,活動場所,どこ 剣道場です。

テニス部,どのような活動

「上手いテニスより、強

いテニス」を掲げて日々

の練習に取り組んでいま

す。中には難しい練習も

ありますが先輩が丁寧に

説明するので初心者でも

安心して練習できます。  
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３． 結 果 

 本校の廊下（3 階 317 室の前）で読み上げ実験を

実施した。男性 5 名、女性 2 名の計 7 名の被験者

に計 92 個の質問文を読んでもらい、MMDAgent-EX

の応答を確認する形で行った。なお、2 回質問文を

繰り返しても正しい応答ができなかった場合は、

応答に失敗したものとして判定した。また、評価指

標は、各対話に対して以下の（1）式に示す正答率

を用いることとした。 

正答率 =
対話に成功した人数

被験者の人数（今回は 7人）
× 100[%]…（1） 

実験の結果、正答率が 100%になったのは 92 問

中 34 問（全体の約 37％）であった。 

ここで、質問文のジャンル別の正答率を表した

ものを図 1 に示す。 

 

図 1 ジャンル別の正答率 

 図 1 を見ると、活動日についての質問の正答率

は他のジャンルの質問の正答率よりも低い値とな

った。この原因として、質問文の中の「いつ」とい

う単語が認識されにくかったことが考えられる。 

４． 結 論 

本研究では、サレジオ高専の部活動の紹介に特

化した音声対話システムを構築した。検証結果か

ら、確実に応答を行えたのは全体の 4 割弱にとど

まった。 

５． 今 後 の 予 定 

今後は、さらなる性能の向上に向けて、引き続き

改良を実施していく予定である。 
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